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   遊び暮らす→*そうし暮らす 
b：食べ過ぎる→そうし過ぎる 
   調べ終わる→そうし終わる 
（５） 主語尊敬語  
a：受け取る→*お受けになり取る 
   泣き叫ぶ→*お泣きになり叫ぶ 
b：歌い始める→お歌いになり始める 
   話し続ける→お話になり続ける 
（６） 受身の V1 との複合 
a：押し開ける→*押され開ける 
   書き込む→*書かれ込む 
b: 愛し続ける→愛され続ける 
    呼び始める→呼ばれ始める 
（７） サ変動詞の V1との複合 
a：吸い取る→*吸収し取る 
   沸き立つ→*沸騰し立つ 
b：手紙を出し忘れる→投函し忘れる 
    見続ける→見物し続ける 
（８） 重複構文の V1との複合 
a：待ち構える→*待ちに待ち構える 
    勝ち抜く→*勝ちに勝ち抜いた 
       b：隠し続ける→隠しに隠し続ける 










語的複合動詞」は、その V1 と V2 が補文関係（書くことを忘れる／始める）にあり、
典型的な語よりむしろ文と句の性質に近いため、本論では考察の対象外とする(影山 















































  日本語の語彙的複合動詞は、V1と V2が結合し、特定の意味関係が形成される。形
成された意味関係について、先行研究では、以前から積極的に議論されてきた（石井
1983、寺村 1984、影山 1993、松本 1998、姫野 1999、由本 2005、野田 2011 など）。本
論では、この中から最も精密に分類を行った陳・松本（2018）のリストを次の（10）
のように提示しておく。 













































10a.原因型 V1 が表わしている事象が原因となり、その結果として V2の事象が
引き起こされるもの 
10b.手段型 V1 が V2の表す目的を達成する手段を表すもの 
10c.前段階型 （10b）と類似するが、V1 は V2 が意味する目的事象の準備事象で
あるもの 
10d.背景型 V2 という事象が起こる背景として V1が表わす事象があるもの 
10e.様態型 V1 が V2の表す事象が行われる際の様態を表しているもの 
10f.付帯事象型 V1 と V2の事象に時間的な共起関係があり、「V1ながら V2」と言い
換えられるもの 
10g.比喩的様態型 一方の動詞がもう一方の動詞の比喩的な様態を表すもの 
10h.同一事象型 V1 と V2が表わす事象には全般的な類似性が見られるもの 
10i.事象対象型 V2 が V1の表す事象を事象参与者（対象）として取るもの 

























  （11） a. John walked into the house. 
           b. Susan threw the ball into the room. 













































  （13） a.主体移動の移動事象：走りぬく、持ち歩く、飲み歩く、（桜が）散り急
ぐ、群れ飛ぶ、持ち帰る、駆け戻る、舞い上がる、浮かび上がる、浮
かび出る、崩れ落ちる など 
         b.客体移動の移動事象：投げ入れる、（生徒を）呼び出す、（屋根を）吹
き飛ばす、抱え入れる、担ぎ入れる、運び上げる、連れ出す、（レモン
汁を）絞り入れる、持ち上げる、取り下ろす、掴み入れる など 






























次の（15）のようにまとめている（松本・井上 2003 も参照）。 














図 1：あるボトルの移動（松本 2017：2） 
図 1は、ボトルがプカプカと上下に浮かびながら、洞窟の中から外へと矢印の示し
た経路をたどって移動する、という動的な移動事象を表している。この移動事象に対














  （16） Figure    Motion   Path   Ground Manner/Cause 
 
        The bottle  floated   out (of  the cave) 
（17）  Figure    Motion   Path   Ground Manner/Cause 
 


















  （18） a.ボトルが浮かびながら洞窟から出ていった。 
            b.ボトルがプカプカと洞窟から出ていった。 















  （19） 「bounded path（有界的経路）」 
a.「goal（着点）」：to the park, onto the table, into the box  
      b.「source（起点）」: from the park, off the table, out of the box 
  （20） 「unbounded path（非有界的経路）」 
      a.「direction（方向）」: 着点指向の方向 toward the destination  
起点指向の方向 away from the station  
            b.「（route）中間経路」: along the street, down the hill, through the 
tunnel, across the desert, over the mountain, by the gate 
（19）と（20）は、上野・影山（2001：44－46）の解説を参照すると、以下のよう
にまとめられる。まず、（19）と（20）における経路のあり方は、「有界」と「非有界」
に大別される。「有界的経路」は起点と着点に分けられる。たとえば、（19a）の John ran 
to the parkにおいて、着点である公園に到着すれば移動の行為が完了する。また、（19b）






点指向と起点指向に分かれる。この場合の John towards/away from the house におい
て、移動物はどこかに向かって、あるいはどこから遠ざかって移動していくだけであ
り、到着したという意味を含意していない。また、中間経路も、John ran along the 
streetがあるように、移動の結果が見られない。このことから、（20）のいずれも非

























































































































































































































  （１） a.他動詞：（Agent 〈Theme〉） 
      b.非能格自動詞：（Agent 〈 〉）       



















































































       例：駆け上がる、流れ落ちる、流れ出る、売り歩く 





























や由本（2005）もあげられる。特に由本（2005）では、V1 と V2 に見られる意味関係
を LCS の合成として分析されている。由本氏による LCS の合成パターンは、次の（5）
に示すことができる。 
  （５） a.並列関係：［［LCS1］AND［LCS2］］ 
      b.付帯状況・様態：［LCS2WHILE［LCS1］］ 
      c.手段：［LCS2BYLCS1］ 
      d.因果関係：［LCS2FROMLCS1］ 








（６） [x ACT ON y] CAUSE [BECOME[y BE AT DEAD]] 
由本（2011：24） 




  （７） 泣き叫ぶ： 
           ［[xi]CONTROL[yi]CRY］AND［[xi]CONTROL[yi]SHOUT］⇒ 
      ［[xi]CONTROL[[yj]CRY AND SHOUT］］ 
由本（2005：113） 
（7）における矢印の前半部分では、LCS1 と LCS2 が独立に存在している。また、LCS1
と LCS2 の意味関係を表す AND が両者の間に加えられている。意味述語の解釈として、
LCS1と LCS2 は共に CONTROL を持つ、この CONTROL は意志的な動作を表している。CRY
と SHOUT は「泣く」と「叫ぶ」が表す具体的な動作を指す。ここで、LCS1 と LCS2 の
それぞれにおける xと yは同一指標を表す iによって同定される。 
続いて、矢印後半の部分では、二つの LCS が統合されるに伴い、別々であった LCS1
と LCS2の項ｘとｙが複合動詞の項として一つに融合される。また、LCS1 と LCS2が表




























            c.手段： 




            d.因果関係： 
V2 は非意図的事象を表す非対格動詞に限られる。それぞれの第一項は、
意味役割の違いに関わらず同定される 
            e.補文関係： 
V2 は事象（Event）を項として取る他動詞または非対格自動詞に限ら

















（９） a.The raft floated to the island. 

















  （10） 主題関係複合動詞2の意味解釈については、手段を表す関数（BY）や動作
様態を表す関数（WHILE）などを想定した分析が一般的である。これらの


























  （11） a. 向こう岸に流れ着く。 
「着く」の LCS：[y BECOME<Manner>[y BE AT-z]] 
「流れる」の LCS 
             b. 大金を持ち回る。 
「回る」の LCS：[x ACT]CAUSE[[x]MOVE[Path AROUND z]] 
                                       xが yを持つ（x BE WITH y） 






















































味のカテゴリカルな側面（奥田 1978、工藤 1995 も参照）が関与していることを指摘
している。具体的には、「過程結果構造」では、複合動詞が表すひとまとまりの運動を



















































（12） 「切り倒す」：[[切り]V＋[倒す]V] ⇔[倒す BY切る] 









の複合動詞は、その概要を次の表 2にまとめる。   
表 2：陳・松本（2018）による語彙的複合動詞の分類 










原因型 [Vi ‐ Vj-INT]↔[Ej-CHG 
BECAUSE Ei] 
V1 した結果 V2 E1≧E2 崩れ落ちる、 
立ち上がる 
手段型 [Vi － TR ‐ Vj-INT]↔ 
[Ej-CAUS.CHA BY Ei-AGT] 
V1することによってV2 E1≧E2 打ち壊す、 
拾い上げる 
前段階型  V1 したうえで、V2 E1≒E2 割り入れる、 
混ぜ入れる 
背景型 [Vi ‐ Vj]V↔[Ej-CHG WITH 
THE BACKGROUND OF Ei] 




様態型 [Vi－ INT‐Vj-INT]V↔[Ej IN 





付帯事象型 [Vi ‐ Vj]V↔[Ej WITH 
THE CIRCUMSTANCE OF 
Ei] 
V1 しながら V2 E1＝E2 持ち歩く、 
すすり泣く 





比喩的様態 [Vi‐ Vj]V↔[Ej  AS  IF 
Ei]/ [Ei AS IF Ej] 








事象対象型  V1 することを V2  出し惜しむ、 
伸び悩む 
派生型 [Vi‐ Vj]V↔[Ej← CAUSAL 
RELATION－Ei](SUBi≠j 
  打ち上がる、 
舞い上げる 
V1 希薄型    打ち沈む、ぶ
ったまげる 
V2 補助型  V2が V1を補助する  見上げる、生 
まれ合わせる 





















致になる。このように、「叩き壊す」の V1 と V2 には意味的な整合性がみられるため、
複合動詞として形成可能となる。一方、「撫でる」の動作の目的には対象物を破壊する
                                                   





















































語形成の立場 研究者 研究手法 複合動詞の意味制約の捉え方 
合成的 影山（1993） 統語論と語彙意味論 基本的に項構造で捉えており、一部
は意味構造で捉えている。 
合成的 松本（1998） 語彙機能文法（LFG） 様態、原因、理由など、V1と V2 の意
味関係によって捉えている 
合成的 由本（2005） 語彙意味論（LCS） 意味構造上の制約で捉えている（松
本 1998と同様） 










非合成的 石井（2007） 記述文法／国語学 語彙的アスペクト・ウォイスにおけ
るカテゴリカルな側面で捉えている 









































































われる。これに対し、むしろ、由本（2005）における V1 と V2 における時間の前後関
係を利用した説明のほうが納得いくものである10。由本（2005：107）によれば、複合
動詞の意味関係は、V1 と V2 の事象が表す時間的関係によって規定されるという。V1
と V2が表す時間的関係は、同時進行か、V1 が表す事象 E1 が V2の表す事象 E2 を先行
するか、という二つの可能性しかない。E1 と E2 が同時進行の場合、V1 と V2 は、「並
列関係」、「付帯状況」、「様態修飾」という意味関係になる。一方、E1 が E2 に先行す
る場合、V1と V2は、「手段」、「因果関係」という意味関係になる、という。由本（2005）





















                                                   
10 V1と V2における時間的関係は、表 2も参照されたい。 












（15） a. 向こう岸に流れ着く。 
「着く」の LCS：[y BECOME<Manner>[y BE AT-z]] 
「流れる」の LCS 
























                                                   





























































































同様に非終結的である。これは、両者とも期間副詞の「（I know him）for years／（He 
talked） for a hour／一時間（話した）」と共起するが、期限副詞の「in a hour／一
時間で」と共起しないことから分かる。（1c）の到達動詞は何らかの状態から別の結果
状態への変化を表しており、動的であるが、活動を含まないため、非継続的である。
また、期限副詞の「arrived in a hour/一時間で着いた」と共起する際に、変化が起
きる時点が限界点であるため、終結的である。（1d）の達成動詞は活動動詞と到達動詞
の性質を合わせ持つことが特徴である。そのため、継続的であり、かつ終結的である。
これは「built a house（in a month）／一軒家を一年で建てた」のように、build と







（２） a. 一時間歩いた。 
     b. 一時間笑った。 
（３） a. 小径を 1時間で歩いた。 












states（状態動詞 ）  － ＋ － 
activities（活動動詞） ＋ ＋ － 
achievements（到達動詞） ＋ － ＋ 









（４） a.列車が一時間で着いた。  











（６） *Notice the mark on the wall!  

























したがって、本論では Levin and Rappaport Hovav（1995）と影山（2010）の用語
に倣い、「歩く」のような動詞を「verbs of manner of motion（移動様態動詞）」、「着

















































                            
 




























事象構造 事象タイプ 動詞タイプ 語例 
 主体移動事象 
移動様態事象 移動様態動詞 舞う、急ぐ など 
有方向移動事象 有方向移動動詞 上がる、帰る など 
位置変化事象 位置変化動詞 当たる、現れる など 
 客体移動事象 使役移動事象 使役移動動詞 動かす、入れる など 
抽象的放射事象 抽象的放射動詞 見る、覗く  など 













（14） a. V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]            ←事象構造の基幹部分 
                「動詞 xの語彙的意味」     ←語彙的意味の代入 
b.彼は街中を歩いた。 
  V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]           
























MOVE は移動を表す意味関数である。移動様態は、MOVE に下付きの MANNER で表示され





















表 2 におけるその他の事象タイプの表示モデルを考えていく。表 2 における「有方向








（15） a. V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]   
                    「動詞 xの語彙的意味」 
b.彼は（学校から）家に帰った。 
      V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-PLACE]]   

























への移動があり、それに Aから Bへ U字的な移動〉という意味を表している8。この場
合、「戻る」の語彙的意味において、「帰る」における「Path」への意味の規定と異な
                                                   
7 ここでの BECOMEは影山（1996）に見られないものであり、変化ではないことに注意され
たい。 











（16） a. V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-z]]  
                     「動詞 xの語彙的意味」 
b.水が床に漏れる。 
     V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-PLACE)]]  
































（17） a. V-[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y AT-z]] 
「動詞 xの語彙的意味」 
b.彼は家具を動かした。  










し、動作を行うことが[x ACT ON-y]で表される。ここでの x と y はそれぞれ主体と移
動物を表す変数である。次に、主体動作の影響を受け、移動物が移動することが［y MOVE］
によって表示される。そして、移動に伴う経路は Path によって示される。さらに、移




















の場合、「動かす」の語彙的意味が（17b）の事象構造における[x ACT]の MANNER 部分
に代入される。そして、このような代入先における意味の規定から、「動かす」は、〈勢
いよく動作する〉ことを表す「飛ばす」から区別される。また、「動かす」による結果
























































（18） a. ボトルは浮かびながら洞窟から出ていった。 






                                                   













ベントである。一方、（18b）のような経路が付随要素の前置詞句「out of the cave」
で表される言語が「衛星枠づけ言語（satellite-framed language）」とされる。この

























（19） 彼は山頂に駆け登った。  
（19）の複合動詞が表す移動事象は単一節に収まり、V1が統合された移動事象の様































では V1主要部と見なす。さらに、少数ではあるが、経路が V1と V2に共通するものが
存在する。これは次の（22）の場合である。 
（22） 電車は駅を通り過ぎた。  
（22）は、「電車は駅を通る／過ぎる」となるように、V1 と V2 とも複合動詞として






















移動経路が V1／V 2 にあるタイプ
（共主要部型） 
V1 と並列する 主題関係複合動詞 













  （23） a. Your claims are indefensible. 
            b. He attacked every weak point in my argument. 
            c. His criticisms were right on the target. 















のことは、「議論は戦いである（argeument is war）」を例に、次の図 2 のように示さ
れる。 
       起点領域           目標領域 
 









































1 はじめに  
 本章では、第 3 章の理論枠組みを踏まえ、物理的な移動事象を表す複合動詞の特徴
と表示モデル、及びその意味制約を考えていく。なお、抽象的放射と抽象的移動を表
す複合動詞は、本論の第 10章で改めて述べることにする。  
本章は次の通り構成する。第 2 節では、「複合動詞レキシコン」のデータを利用し、






























871 語のうち、経路が V2 に語彙化されており、V2 を主要部と見なせる複合動詞は
765語ある。複合動詞全体が表す事象は、主要部である V2の動詞タイプに代表される。
具体的には、「使役移動事象」、「有方向移動事象」、「位置変化事象」、「移動様態事象」
の四つのタイプになる2。また、V2 は様々なタイプの V1 と組み合わせることが可能で
ある。その内訳と集計の結果を次の表 1に示す。 
表 1：V2主要部の内訳 
             V1 






到達動詞 達成動詞 総計 
使役移動動詞 351 8 3 1 80 443 
有方向移動動詞 141 86 28 12 6 273 
位置変化動詞 11 6 8 9 1 35 
移動様態動詞 8 2 2 2 0 14 
総計 511 102 41 24 87 765 
表 1 の縦軸は V2 の動詞タイプであり、横軸は V1 の動詞タイプである。また、到達


















計の結果を次の表 2に示す。  
表 2：V1主要部の内訳 



























      b.彼は大木を押し倒した。 







      c.彼は妻を玄関に抱え入れた。 
（2）における動作動詞の「掴む、押す、抱える」は、本来方向性を含意しない。し










詞は V1 に来ることが少ない。たとえ V1 にあっても、その多くは「舞い上げる」のよ



























また、V2 が有方向移動動詞となる複合動詞に関して、特筆すべきことは、V1 と V2
がともに移動動詞である場合の振る舞いである。この場合、V1 と V2 が同一方向性に
ある経路上で移動する必要がある。この必要性は次の（4）から理解できる。 
（４） a. 私は家に帰り着いた。 
     b. 彼はトンネルを通り抜けた。 




















（６） a.涙が頬を落ちる。  















3.4 V2が移動様態動詞である場合    
この節では、V2が移動様態動詞の場合を考える。表 1から分かるように、V2 が移動
様態動詞の複合動詞は数が少なく、最も非生産的である。単一動詞としての移動様態
動詞のほとんどは V2 として現れない。また、V1 の中で、到達動詞あるいは達成動詞


















最後に、V1 主要部の複合動詞を説明する6。V2 主要部の複合動詞と異なり、V1 主要
部である複合動詞の構成要素の意味は明確ではない。そのため、ここでは、複合動詞
全体が表す事象と V1 の語彙的意味の関係に重点を置き、考えていく。また V1 が活動
動詞の場合について、最後に述べることにする。まず、V1 が有方向移動動詞の場合は、
次の（8）を用いてその特徴を説明する。 

























なせるため（松本 1997：212 参照）、V1 の語彙的意味は複合動詞全体が表す移動事象









だし、「連れ回す」は「飛び立つ」と異なり、V2 は V1 の意味を補強するのではなく、
むしろ、V2 が表す移動が V1と重なるように思われる。 
続いて、V1が使役移動動詞の場合は、次の（11）を取り上げて考える。   











合、V2 は V1の意味を補強していると考えることができる。 
最後に、V1が活動動詞であるものは、次の（12）を用いて説明する。 

















  （13） 使役移動事象の表示モデル： 
  V-[[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]BECOME[y AT-z]]  
個々の使役移動動詞ｘの語彙的意味 
（14） 有方向移動事象の表示モデル： 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]  
                 個々の有方向移動動詞ｘの語彙的意味 
（15） 位置変化事象の表示モデル： 
V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-z]]  
             個々の位置変化動詞ｘの語彙的意味 
（16） 移動様態事象の表示モデル 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]] 















  （17） 彼は木を押し倒した。 
      V2「倒す」の事象的・語彙的意味 






























代入された V2の項と同定される必要がある。これは、V1と V2 における動作主と移動
物が一致しなければ、適切な移動事象が形成されないからである。V1 と V2 における
項の同定は、（17）では同一指標を意味する下付きの i と j によって表される。また、
客体の移動事象を有する「～倒す」は、使役動作の様態部分が未指定である。すなわ
ち、移動物がどのように倒されるのかということが不明というである。このことから、















  V2「入れる」の事象的・語彙的意味 






的に言うと、V1「抱える」が中段における MOVE の様態部分に対し、MANNER WITH xと
して様態補充を行うことが可能である8。このような補充によって、客体の「妻」が移
                                                   






























上位事象を規定することがない。一方、V1 は V2 が表す使役移動事象の成立に使役移
動の動作や過程を規定している。「押し倒す」や「抱え入れる」の場合、V1 はどのよ
うに移動物を倒すか、もしくは、どのように移動物を入れるかについて使役移動の様






                                                   










     V2「入れる」の事象的・語彙的意味 





映させると、上位事象と下位事象の移動物は、それぞれ yと y’s content（cont）に
よって表示される。また、複合動詞が表わす事象的意味は、V1「割る」が使役移動の
上位事象に関与するが、「卵の中身」が移動するという動作の過程に関与しない。つま








 （20） 彼は二階に駆け上がった。 
      V2「上がる」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  

























      V2「帰る」の事象的語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER WITH ｙ＞[Path]BECOME[xi BE AT RETURNED PLACE)]]  





映される。この場合、V1 の語彙的意味の代入によって、主体移動事象である MOVE の















V1 と V2 におけるこのような役割分担は、移動物がどのように着点に到達するかとい
う意味が現れてくる。たとえば、「駆け上がる」のような V1 に意志性がある場合は、
                                                   
11 （21）は、あくまでも主体移動事象であるため、明確な客体が存在するとは考えにくい。 










 次に V2 が位置変化動詞である複合動詞における表示モデルとその意味制約を考え
る。V2 が位置変化動詞の場合は、（22）の例文をもとに見ていく。 
 （22） 鍋からゆで汁が（外に）吹きこぼれた。 
                        V2「こぼれる」の事象的・語彙的意味 
    V－[[] BECOME＜MANNER＞[xi BE AT OUTSIDE]] 










事象における BECOME の MANNER に対して補充する必要がある。このような補充によっ
て、類義語である「漏れる」と「あふれる」から区別される。 
 （22）の下段部分では、V1「吹く」の語彙的意味が上段の事象構造における適切な




ここでは同一の MANNERに代入されることが不可能である。この場合、V1 は BECOME 以
前の空所位置に代入される14。これによって、ひとまとまりとした位置変化事象が完成













 （23） 水が地面に伝い落ちる。 
                               V2「落ちる」の事象的・語彙的意味 
    V－[[] BECOME＜MANNER＞[xi BE AT DOWNWARD]] 


















う事象的意味を持つ。たとえば（22）では、V1 の動作が BECOME 以前の空所位置を補
充することで、全体の移動事象が V1 の動作があったため、V2 の位置変化が生じたと









 （24） 彼は旧友を尋ね歩いた。 
×        V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
68 
 
V-[xi MOVE＜MANNER ＞[Path y]]  


























事象の成立において、V1 による補充が V2「歩く」による手足の動きという MANNER へ
の補充を排除しているように働いていると考えられる15。このような形成の仕方によっ
て、複合動詞全体が、彼があちらこちらに行って、旧友を訪ねるというひとまとまり
の移動様態事象が完成される16。ただし、（24）とは別に、V1 は V2 の様態を補充する











 （25） ウサギが飛び跳ねた。 
        V2「跳ねる」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path ]]  
                V1「飛ぶ」の語彙的意味 
（25）の V1「飛ぶ」は〈地面・床などをけり、からだが空中にあがるようにする〉
を表しており、V2「跳ねる」は〈勢いよく飛び上がる〉を表す。両者の様態性に整合





     V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER WITH y＞[Path ]]  
               V1「持つ」の語彙的意味 
（26）は（24）と同様の事象構造を有するが、（26）では主体の「彼」が移動すると
同時に、客体と考えられる「パソコン」も移動する。この場合、MOVEの下付きになっ











という事象的な意味を持つ。多くの場合では、V1 が V2 の様態を補充するという形で
複合動詞が形成される。ただし、補充の仕方によって、複合動詞の意味関係も変わっ
てくる。たとえば、（24）のような補充の仕方であれば、V1 と V2 の意味関係が「様態





















それぞれのタイプについて見ていく。まず、V2 が V1 の表わす移動の方向性と重なる
ものは、例文（27）をもとに考えていく。  
（27） 船が岩の上に乗り上げた。 
                         V1「乗る」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-UPWARD PLACE]]＆UPWARD（e1） 
                      V2 の働き 
3.2節で述べたように、（27）における主体の移動事象に事象的意味を添加している






ける MOVE の MANNER 部分に代入されるほか、結果事象について規定を行う。これは、
AT-UPWARD PLACE によって表示される。 









ば、V2 が V1を補強するもう一つのタイプは、次の（28）で示すことができる。 
71 
 
  （28） 白鳥が大空に飛び立った。 
 V1の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]＆INTENSIFIED（e1） 
                 V2の働き 
（28）は（27）と基本的に同様な構造を持つが、（27）の V2 がまだ方向性という部
分的な語彙的意味を保持しているのに対し、（28）の V2「立つ」はほぼ語彙的意味を





は V2 が V1 の意味を補強する形として働いているからである。また、V1 と V2 の意味
関係において、V2 による補充が V1 の表わす移動事象を阻害しなければ、複合動詞と
しては形成される。 
 






象構造の空所位置に代入される V1 と V2 の意味要素の整合性も重要になってくる。こ
のような語形成モデルは、複合動詞全体の移動事象の成立に対し、V1 と V2 がどのよ
うに整合的に働くのかという複合動詞が持つ全体性の観点に基づいている。そのため、
本論の表示モデルは、影山（2002、2013）で提案している LCS2 をベースに LCS1 が代
入されるという考え方と異なる。   
 続いて、形成可能と形成不可能な複合動詞があるという問題は、移動事象のタイプ













さらに、本章では、複合動詞における V1 と V2 の意味関係の問題が異なる事象構造
の在り方によって生じた解釈の結果であることを述べた。これは、たとえば、使役移
動の移動事象では、V1 と V2 の意味関係が「様態型」と解釈されず、移動様態の移動






















































（１） a. Andrew threw a ball into the net. 
b. Peter picked up a book from the floor. 





































使役が起こる時間 使役者の移動 使役範囲 















（３）       V2の事象的・語彙的意味 
V-[[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]BECOME[y BE AT-z/AT-place)]] 
V1 の語彙的意味 
（3）の事象構造は、使役移動の移動事象を表す複合動詞の雛形である。これは第 4

































      使役移動 
複合動詞 
開始時起動型 継続操作型 随伴運搬型 合計 
「～入れる」 35 24 8 67 
表 3 では、三種類の使役移動事象が全て現れていることが見て取れる。複合動詞が
同一の V2 を取るため、三種類の使役移動の分布は V1 の種類に帰結される。複合動詞
67 語の分布が V1の種類に帰結されるということは、V1も開始時起動型、継続操作型、
随伴運搬型の三つの事象に下位分類でき、それぞれが 35 語、24語、8語であると言う
ことができる。これを踏まえ、続いて「入れる」と共起する 67 語の V1が別の V2を取
り、複合動詞を作った場合、どのような事象として解釈されるかを調査する。調査の
結果を次の表 4に示す。 
表 4：67語の V１が別の動詞と結合して複合動詞を形成した時の分布 
使役移動 
V1 
開始時起動型 継続操作型 随伴運搬型 合計 
35語（開始時起動型) 172 （15） （2） 189 
24語（継続操作型） （15） 100 （0） 115 
8 語（随伴運搬型） （2） （0） 37 39 

















































                                                   
3 移動様態動詞を、再帰的な使役移動と分析する立場がある（影山・由本 1997：154 参照）。
























































（７） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE [Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-place]]] 



























                                                   










（９）V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y’s content MOVE [Path]]BECOME[y BEAT-z/AT-place]] 




V1 の項が V2 の y 項と同定される。V2 の y 項に対する V1 の同定は（9）では実線を使
って表示している。さらに、着点が項として具現化される必要がある場合、V2 はｚ項



















（11）  V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 










動物の移動様態を事象構造上で[MANNER WITH x]と表示する7。また、移動物は V1の項
としても要請されるため、（13）の V1の項が V2 のｙ項と同定される。この表示は（11）
と同様に実線で示している。さらに、移動の着点が項として具現化される必要がある






（12） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/ AT-Place]] 
V1                                 
（13） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-Place]] 
                 V1                                                          
（14） V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 








V1 と V2 における項の同定について、（12）の V1 は必ずしも移動物を項として取る必
要がない。一方、（13）と（14）の V1は y項を要請する。 
（12）から（14）の事象構造の特徴を解釈していくと、次のようなことが言える。
V1 の使役移動事象に対する様態補充は語形成において義務的であり、これは複合動詞






受けるため、x/y の表記は採用できない。ただし、主体の x は下位事象に対応する項の位
















































1 はじめに  
本章は、有方向移動動詞が V2である移動事象を表す複合動詞の生産性を述べるもの
である。V2が有方向移動事象を表す複合動詞は、ほかの移動事象と比べると、様々な














動詞が V2 に現れる場合、様々なタイプの V1 が見られることである。このことは、次
の表 2に示されているように、V2が使役移動動詞である場合と比較すると分かる1。 
 











































表 2 では、使役移動動詞が V2 である場合、V1 は活動動詞あるいは達成動詞に集中
しており、それぞれが全体の 80%と 17%を占めている。一方、有方向移動動詞が V2 で
ある場合、V1 の 50%が活動動詞であるとは言え、移動様態動詞や有方向移動動詞も多
く出現していて、それぞれ全体の 30%と 12%を占めている。このことから、有方向移動













































（３）      V2の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE (NOT)AT- z)]]  








に、ここでは「x BE NOT AT-z」によって表す。たとえば、「山から離れる」の場合、































これらの動詞が複合動詞の V1 になると、V2 と同じ主語を取ることが可能であり、事




以上、使役移動動詞に比べ、V2 が有方向移動動詞の V1 は様々な動詞タイプである
理由について述べた。これは、有方向移動動詞は主体移動を表しており、その移動物
が有生物と無生物のいずれも可能であり、多様な V1 が現れているからであると考えら
れる4。ただし、様々な動詞タイプが V1 に現れるにしても、V2 が有方向移動動詞の場
                                                   












4 異なるタイプの V1を取る際の生産性の違い 


















（６） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z]] 


































（９） V-[[x(y) MOVE＜MANNERr＞[Path ]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味              
（9）の移動物も x(y)と表示する。また、（7）と（8）の意味解釈から、V1 は有方向
移動の事象構造における MOVEの MANNER を補充することになる5。これらの表示は（6）
と同様である。さらに、V1 は V2 と同じ方向に向けて動作することから、一定の方向
性を帯びることになる。方向性は事象構造上では経路の Path と同様に考えられる。し
たがって、（9）では、V1 が上段の事象構造における MOVE の MANNER を補充するほか、
その Pathを規定する必要もある。  
 
4.3 V1が有方向移動動詞である場合 
本節では V1 が有方向移動動詞の場合について見る。V1 が有方向移動動詞である複
合動詞は、次の（10）の用例があげられる。 
（10） a.彼はやっと目的地に行き着いた。 
       b.男は筏から離れ去った。 
                                                   













る。（10b）では「男は筏から離れる／去る」があるように、V1 と V2 は同じ起点を取





（11） V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味             
（10）から分かるように、複合動詞における移動物は有生物のみであることから、
ここでは（11）の変数を x で表示する。また、（10）の意味解釈から、V1 は有方向移
動事象の MOVE における MANNER を補充することになる。さらに、V1 と V2 は同じ経路
を有しなければならない。着点までの移動経路は事象構造上において、Path と AT-z
によって表示される。一方、起点から移動事象は Path と NOT AT-z によって表示され
る。V1が V2と同じ経路を取ることから、（11）では、V1 が MOVE の Path を補充するほ












                                                   
6 経路の規定については、第 1章の 3.3節を参照されたい。 







さらに、（12a）では「柱が地面に倒れる／掛かる」ことから、V1 と V2 が同じ着点
を取る。（12b）では、「彼の姿が視界から消える／去る」ことから、V1と V2 が同じ起
点を取る。このことから、V1 と V2 における経路は同一でなければならない。このよ
うな特徴は V1 が有方向移動動詞の場合と同様である。以上の考察を踏まえ、V1 が到
達動詞とする複合動詞の事象構造を次の（13）のように示すことができる。 
（13） V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                V1の語彙的意味             
（12）から分かるように複合動詞における移動物は原則的に無生物であることから、
（13）の変数をｙと表示する。また、（12）の意味解釈から、V1 は事象構造の MOVE に
おける MANNER を補充することになる。さらに、V1 と V2が同じ経路でなければならな







（14） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path ]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味 
（15） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味     
（16） V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path ]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味        
（17） V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                    V1の語彙的意味       
（14）は V1 が活動動詞、（15）は V1が移動様態動詞、（16）は V1が有方向移動動詞、







































（ⅰ）  有方向移動を V2 とする複合動詞に様々な V1 が現れる理由は、有方向移
動動詞における移動は主体移動であり、かつ、その移動物が有生物と無
生物のいずれも可能であり、事象構造上における主語一致の原則に制約































































た意味記述を行うために、第 2 部の表示モデルに基づき、第 3 部で使用する表示モデ
ルを提示しておく。 
（１） 彼は二階に駆け上がった。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  
                       V1「駆ける」の語彙的意味 
（２） 彼は二階に駆け上がった。 
 
V2  xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pk]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE] 
 








まず、「駆け上がる」の場合、「主語一致の原則」により、V1 と V2 は同一の主語を
















続いて、（1）では V1 が有方向移動事象の事象構造における MANNER を補充すること
が見て取れる。このような様態補充は、V2 によって代入された語彙的意味である AT 
UPWARD PLACEについても規定する必要がある。この二点は、（2）の表示モデルで、次
のように反映されている。（2）では、様態補充が双方向の矢印によって表示されてい








の方向性は V2 の経路 P1<P2<…Pkと同定されることで、方向性の一致が示される。これ
は（2）の点線で囲んだ部分によって示されている。さらに、点線で囲んだ上方向への
移動部分が最終的に結果事象の AT- UPWARD PLACE まで規定する必要がある。このこと
は、（2）における点線の矢印によって表されている。  























































（１） a. 打ち上げる、吊り上げる→打ち上がる、吊り上がる 









 続いて、松本（1998）は、複合動詞の語形成に対し、V1 と V2 の主語が一致する必
要があるとする「主語一致の原則」を提案している。しかし、（1）のような自動詞化












る」もまた「上方へ」という位置変化を結果に取っている。この場合、V1 と V2 の結
果は一致している。一方、「切り落とす」の場合、V1「切る」の結果は必ずしも V2「落
とす」の結果と一致すしない。ここでは、V1 と V2 の結果が一致する「打ち上げる」








ことから、陳（2010）は、V1 と V2 の結果一致が複合動詞の自他交替に関与している
と論じている。「結果一致」の仮設は、次の（2）の通りである1。 
  （２） V1と V2の結果の意味が一致する場合のみ、複合動詞の自他交替が可能 





 （３） a. 縄を柱に縛り付ける *縄が柱に縛り付く 































  （４） a. John sent a package to the boarder.（to与格） 
            b. John sent the boarder a package.（二重目的格） 














構文 1      構文 2 
NPｘ[V ]NPｙ to NPz                     NPｘ[V ]NPz NPy  
図 1：構文アプローチによる与格交替 

































                                                   
2 分析に際し、「自他交代」という用語を使用せず、「自動詞形」と「他動詞形」を使用す
る。 





a. A big fire occurred./*They occurred a big fire. 















（５） 風が土埃を（空中に）舞い上げた。  
     V2「上げる」の語彙的意味 
V-[[x ACT ON y]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[yi BE-AT UPWARD)]] 











土埃を舞う」が言えない。つまり、V1 と V2 の意味関係は、風が埃を舞うことによっ
て上がらせるという意味解釈にならない、ということである。むしろ、（5）における
埃が風の力によって、漂いながら上方向へ移動すると理解したほうが妥当であろう。
V1 と V2の意味関係は様態型、もしくは付帯事象型に近い。 
以上のことから、（5）が典型的な使役移動事象と異なり、V1は使役移動の事象構造
における上位事象の x ACT ON y を補充しないと言える。その代わりに、V1 は使役事


















     V2「上げる」の語彙的意味 










i と jによって表されている。 
（6）と類似する用例は、そのほかに「蹴り上げる」、「掻き上げる」があげられる。
「蹴り上げる」と「掻き上げる」の場合も、V1の「蹴る」と「掻く」には方向性を含



















     V2「落とす」の語彙的意味 
V-[[x ACT＜MANNER＞ ON yj]CAUSE[yj MOVE[Path]BECOME[yj BE-AT DOWNWARD)]]



























  （８） 白い粉雪が（空中に）舞い上がった。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  












されない。このことから、（8）の V1による MANNER への補充は、V2が意味する UPWARD
に至るまで規定すると言える。また、「粉雪が空中を舞う」があるように、V1「舞う」











      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]]  






                                                   
7 「舞う」はニ格と共起する例も観察される。しかし、このようなニ格は着点ではなく、
方向性を表していると理解される。このことは、次のⅰとⅱを対照させながら説明する。 
（ⅰ） a. 1時間で家に帰った。 
       b. *1時間で空中に舞った。 
（ⅱ） a. 花びらが空に（へ）舞う。 















「打ち上がる」の V1「打つ」による様態補充は、V2が意味する AT-UPWARD PLACEの方
向性と整合できるのに対し、「*放り上がる」の V1「放る」は上への方向性を含意して




  （10） 白い粉雪が（地面に）舞い落ちた。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- DOWNWARD PLACE]]  



































        自・他 
タイプ 
他動詞（使役移動事象） 自動詞（有方向移動事象） 
自・他動詞形 舞い上げる 舞い上がる 
他動詞形のみ 放り上げる *放り上がる 























  （11） 風が雪を舞い上げた。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
 






V2 [x MOVE＜MANNER＞     [Path]    BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
 




  （13） 選手たちは帽子を放り上げた。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
                        × 






V2  [x MOVE＜MANNER＞  [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                          × 






V2  [x MOVE＜MANNER＞    [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                 × 






V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
× 






（11）と（12）では、V1 による様態補充と経路の規定が V2 の方向性と合致する。






























































 以上のことを踏まえ、本章は次の通りに構成する。第 2 節では、事象構造の在り方
と構成要素による語彙的意味という二つの観点から、複合動詞の多義性に関する先行
研究をまとめる。第 3節では、「舞い込む」が持つ基本義と比喩的意味を三段階に分け、









 （1）  a.急いで医務室に走り込んだ。 











移動事象を表す（1a）は、V1 と V2 がそれぞれ本来の意味と項構造を有し、V2 から医




















        b.タバコの煙を噴き出す。 
  (３) a.壁を塗り替える。  











(４) a.名を刻み付ける（ほって、あとをつける）。  
        b.印象を刻み付ける（しっかりと心にとどめておく）。 
(５) a.彼にボールを投げつける（物を目標に向けて投げる）。 
   b.言葉を投げつける（強い口調で相手にものを言う）。 
山口（2013）によれば、（4）は複合動詞の構成要素の多義性が複合動詞に反映され
るパターンである。これは、（4b）の V１「刻む」は「刻みつける」と共通する格要素
                                                   
3 山口（2013）によれば、「建て直す」のタイプは複合動詞自体が多義的であるという。 
a.家を建て直す（いままでの建築物をこわして新しく建てる）。 




































  （９） 蝶々／葉っぱが（外から）部屋に舞い込んだ。 
                V2「込む」の語彙的意味 
V-[x/yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x/yi BE AT-INSIDE]]  



































  （11） 奏楽堂の窓から見える樅の木に目をやりながら、樅の枝から鳶が舞うの









  （12） 空を舞うワシのシルエットだけが、私たちの頭上の空の高みに広がり、 
この風景の死のような静寂を破った。 





V1 から有方向移動事象の Pathの一部を補充することも可能であるように思われる。 
以上、有生物と無生物が主語である「舞い込む」の事象構造と V1 と V2 による語彙
的意味のあり方を見てきた。ここでは、構成要素である経路のあり方を中心に、V1と
V2 による語彙的意味の整合性を次の（13）のように示すことができる。 





<…     <PGOAL]BECOME[x BE AT- INSIDE]]  
 






















                                                   
5「舞う」はニ格と共起する例も観察される。しかし、このようなニ格は着点ではなく、方




  （14） 海外から、（彼の手元に）仕事が舞い込む。 
      V2「込む」の語彙的意味 
V-[x′MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x′       BE AT-z]]  
















（15） a. *仕事が舞う。 











の V1「舞う」は、有方向移動事象の動作部分の MOVE に対し、補充を行うことになる。 
以上、抽象名詞が移動物である際の事象構造を見てきた。抽象名詞を主語とする移










<… <PGOAL]BECOME[x′ BE AT－ｚ]] 
 







表す MOVE を喪失する。このことから、（16）の V1 は事象的意味を表すことができず、
原始的な意味関数 DOのみ残される。さらに、このような意味関数が V2の MOVE と合致
することで、接頭辞的な用法が表される。ただし、接頭辞的な用法になっても、V1 が
持つ特有な様態性は完全に消えたわけではないと考える。このような様態性は、斜字





























（17） （彼の元に）幸運が舞い込んだ。  
       V2「込む」の語彙的意味 
V-[x′ MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x′   BE AT-z]]  










（18） a. 海外から、仕事が舞い込んだ。 
      b. ?神社から、幸運が舞い込んだ。 
  （19） a. 親会社の経由で、仕事が舞い込んだ。 























V1 と V2の整合性は次の（20）のように示すことができる。 
（20） 幸運が舞い込む。 
 
V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[PGOAL]BECOME[x′ BE AT-z]] 
 
     V1      DO＜Flutter＞   
 
 （20）は、V2の語彙的意味から、移動経路の着点部分のみを規定する。これは（16）
と異なる箇所である。また、V2 による結果事象への規定、及び V1 による補充の仕方
は（16）と同様に考えられる。ここでも、V1は事象的意味をなすことができず、原始





















（21） a. どこからともなく蝶々が舞い込んだ。 
      b. （差出人の分からない）手紙が舞い込んだ。 
（21）は有（無）生物を主語とするタイプの「舞い込む」である。本来ならば、「意




















構造の在り方と V1 と V2 における意味の整合性との中で行われていることを見た。と








（22) a. 耳の穴に息を吹き込む。 
      b. 伝統芸術に新しい命を吹き込む。 
  （23) a. 潜水夫が（水底から）水面に浮かび上がった。 
        b. 問題点が浮かび上がった。 
  （24) a. 岩壁を這い上る。 


















 本章では、日本語の移動を表す複合動詞の多義形成の理由が V１と V2の結合にある
のではないかという問題提起から、「舞い込む」を取り上げ考察した。考察を通し、次
の二点が明らかになった。 






































                                                   

























違いをまとめる。第 3 節では、第 2 節の内容を踏まえ、複合動詞「浮き出る」と「浮
かび出る」の事象構造と、V1 と V2 による語彙的意味の添加のあり方の詳細を考察す












                                                   
2 BCCWJの調査では、「浮き出る」の 142例中、移動物が「感情」である例が存在しない。

















































































      V2「出る」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-  OUTSIDE]]  
                 V1「浮く」の語彙的意味 
（12） くじらが水面に浮かび出た。 
      V2「出る」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-   OUTSIDE]]  





































事象構造における V1 から Path への規定の詳細のあり方、及び下位事象への規定の有
無の両方にあると考えられる。この二つの違いは、（11）と（12）における点線部分で
表示している。また、経路への規定のあり方は、V1 と V2 による語彙的意味の整合性
と関わっていると考えられる。その詳細は、次節で考察する。 
 



















（14）  V-[x MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
…<PUp]] 



























≦Poutside]]BECOME [x BE AT-z] （Poutside＝ｚ） 


























V2［x MOVE＜MANNER＞     [PInside≦
   ]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1［x MOVE＜MANNER＞    [P1
<P2




上方向にあるということを表す。また、このような意味は、V1 における PUP と V2 の
PInside≦が照合されることで、獲得されたと言える。具体的には、V1「浮く」における
PUP は、立体空間における上方向にある位置を表しており、このような意味が V2 の





























≦POutside]] BECOME  [y BE AT-z]（POutside＝z） 
















に考えられる。以上のことから、「浮かび出る」における V1 と V2の照合の仕方を次の
（19）を用いて示すことができる。 
  （19） クジラが海上に浮かび出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside
≦POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 















路は V1「浮かぶ」にける PUp と照合されることで、立体空間における上方向への移動




















































































































       b.日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 


















さらに、（1）の移動事象を表す複合動詞の語形成は、V1 と V2 の意味関係が移動の
様態あるいは手段とそれによる経路（位置変化）になっている。このような組み合わ
せは、「causal chain（使役連鎖）」（Croft 1994：38）の観点から見ると、十分考えら













































（４） 見落とす、見過ごす、見失う、聞き漏らす など 
































たとえば、複合動詞「勝ち上がる」の語形成を V1 と V2 のフレーム要素の整合だけ
で考えると、不具合が生じる。「勝ち上がる」は姫野（1999）が言うように、上昇移動









































（４） a.I looked into the hole. 
         b.Bill spoke into the microphone. 
         c.Kim nodded across the table. 
      d.The sun shines onto the earth. 
（５） a.覗き込む、見上げる、見下ろす、見渡す、睨みつける（視覚的放射） 
b.話しかける、呼びかける、呼び返す（音声的な放射） 




















































































                                                   






（８） a. 横浜市は、古くなった公用車を民間に安い値段で売り下げた。 
         b. 政府は民間業者から駅前の土地を買い上げた。 
         c. 政府は移民に土地を貸し下げた。 
         d. 銀行は工場に資金を貸し付けた。 
         e. 彼はビルを業者に売り渡した。 
           f. 車をただで友人に譲り渡した。 
         g. 彼はビルを 5千万円で A社から買い受けた。 
（7）を見て分かるように、移動物は所有権であるため、売買や譲渡を意味する複合
動詞が多く現れている。また、（8）の例文から、このタイプの複合動詞の事象構造を
次の（9）のように示すことができる。                                                                                                                                                                                                                                                    












































   （13） a. 日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 
      b. 一位の人が辞退したので、二位の人が一位に繰り上がった 
      c. 立派な人が悪人に成り下がった。 





















（15） a.日本はこの勝利で勝ち点を十一としてグループ首位に浮上 、本大会出 
場に大きく前進した。             『Yahoo!ブログ』  
         b. ケンカ男星野の辞書には、負けて引き下がるという言葉はない。 
  （16） そして、繊維、雑貨、電子工業を中心に新興企業のラッシュがつづき、
いくつかは財閥へと地位上昇していった。      『熱将星野仙一』 
  （17） 住管機構の中坊社長は本院で、銀行はうそをつく、大事な情報を隠す、
自分のことしか考えないおごりの態度とモラルの低下に、激しい憤りを






























  （19） a. 監督は彼の才能に惚れ込んだ。 
           b. 彼は、どうすべきかを深く考え込んだ。 
      c. 子供たちは先生の説明に真剣に聞き入った。 
      d. 私はよい案を考え出した。 
      e. 彼は、10年前の約束を思い出した。 























そのまま顔に表れてしまっていた。             『吸血鬼のおしごと』         
b.なにをいまさら、との想いがいつも先に湧いてきて、三十年近い年月
が過ぎてしまった。                  『ブント私史』 












































（１） a. They fear thunder. ＜Experiencer, Theme＞ 




































































































































































2.3  検証：「考え込む」型と「思い込む」型における意味役割の違い 
前節では、ES型心理動詞における意味役割の「経験者」と「感情の対象」には二種
類があるということを述べた。本節では、このような違いを言語現象と関わらせなが











（14） a. He saw a bike. 




































































  b.[活動動詞（Activity）」：[x ACT (ON y)] 
  c.[到達動詞（Achievement）]：[BECOME[y BE<State>/At<Place>]] 













（22） a. He is angry. 









(24)  [x EXPERIENCE[x BECOME[x’s-EMOTION ORIENT [[TOWARD y]]]] 
山川（2004）によれば、（24）は（21）に（23）の語彙規則を取り入れた二項述語で










                                                   
9 PSCH-STATEは、PSYCHOLOGICAL STATEの略である。 
10 （22b）の二項述語の日本語の語例は、山川（2004）によるものを次にあげる。 
 a. 太郎は後輩の変貌を悲しんだ。 
















（25） a. He is frightened of thunder.  
         b. 彼の振る舞いが私を困らせた。 
       c. Sue’s remarks aroused us to action。 
（26） [x AFFECT（＝ACT ON）y]CAUSE [BE[y PSCH-STATE]] 










に値する部分は、（26）と（27）の意味構造で [x AFFECT y]と対応する。このことか
ら、「思い込む」の意味構造にも[x AFFECT y]を取り入れることが妥当であると考える。
また、[x AFFECT y]の部分は、で CAUSE 以前にあることから、意味構造の上位概念と
して現れなければならない。以上のことに配慮し、「思い込む」型の意味構造を以下の
（28）の例文をもとに、（29）に示すことができる。 
（28） a. 彼はその嘘を真実と思い込んだ。 
           b. 私は（彼がいい人と）思い込んだ。 
（29） （[y AFFECT x]）[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]]] 
（28）は「思い込む」と共起する異なる二つの構文である。これは基本的に（6）と
































  （30） a. The weathervane pointed north. 
          b. [State ORIENT ([Thing WEATHERVANE], [Path NORTH])] 
（31） He is angry at trifles. 
（30a）の風向計が北方向に向いているということを意味し、その意味構造は（30b）
になっている。（30b）を見て分かるように、動詞の Pointは ORIENT という方向指向の






































                                                   














































る。第 3節では、本論の位置づけを述べる。第 4節では、今後の課題を述べる。 
 
2 各部のまとめ 
2.1 第 1部のまとめ 
 第 1 章では、本論文の導入部分として、語彙的複合動詞と移動事象の基本概念を概
観しながら、研究対象とする移動事象を表す語彙的複合動詞を確定した。語彙的複合
動詞を研究対象とする理由は、「書き忘れる」や「書き始める」のような統語的複合動










（桜が）散り急ぐ、群れ飛ぶ、持ち帰る、駆け戻る、舞い上がる、浮か   
び上がる、浮かび出る、崩れ落ちる など 




     c.抽象的放射を表す移動事象：覗き込む、見上げる、見下ろす、見渡す、
睨みつける、照り込む、映し出す、照らし出す など 














  （２） a.できあがったひとまとまりの複合動詞の構成要素の関係を再解釈する
ことによって、移動事象を表す複合動詞の語形成を理解すること。           
      b.移動事象を表す複合動詞の語形成に特化し、移動事象にまつわる経路、
様態、参照物といった意味要素と複合動詞の語形成との関係を明らか
にすること。 
      c.移動事象を表す複合動詞における拡張の現象を明らかにすること。 
第 1章の最後に、本論文で使用するデータと全体の構成を述べた。 





























  （３） a.移動様態動詞：中間経路；滴る、しなだれる、流れる、転がる、転      
ぶ、ほとばしる、舞う、歩く、滑る、駆ける、潜る、さまよう、跳ぶ、
走る、這う、急ぐ、泳ぐ、飛ぶ、辿る、巡る、横切る、など 





























 V-[x MOVE＜MANNER＞[Path ]]         ←事象構造 
              「歩く」の語彙的意味   ←語彙的意味 
（4）は二段構造になっており、本論における「移動様態事象」を有する単一動詞「歩
く」の表示モデルである。（4）の上段は、移動様態事象の事象構造の基幹部分を表し





































         V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER ＞[Path y]]  
                      V1「尋ねる」の語彙的意味 
 （６） 船が岩の上に乗り上げた。 
V1「乗る」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]＆UPWARD（e1） 
                    V2の働き              

























 （７） 開始時起動型（例：彼はバットを放り投げた） 
V-[[x ACT<MANNER>ON y] CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/ AT-Place]] 
V1                                 
 （８） 継続操作型（例：彼は、床に落ちた携帯電話を拾い上げた） 
V-[[x ACT<MANNER>ON y] CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-Place]] 
                   V1                                                          
 （９） 随伴運搬型：（例：彼は家具を新居に運び入れた） 
V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 




















 （10） V1が活動動詞の場合（例：彼は相手に突き掛かった） 
V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味 
 （11） V1が移動様態動詞の場合（例：彼は屋根に這い上がった） 
V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味     
 （12） V1が有方向移動動詞の場合（例：彼はやっと目的地に行き着いた） 
V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味        
 （13） V1が到達動詞の場合（例：柱が地面に倒れ掛かった） 
V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                   V1の語彙的意味    
（10）は V1が活動動詞である事象構造であり、（11）は V1が移動様態動詞である事











2.3 第 3部のまとめ 













かった。複合動詞における自他対応の有無と V1 と V2 における方向性の整合性は、次
の（14）～（19）に示すことができる。 
  （14） 風が雪を舞い上げる。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
 






V2 [x MOVE＜MANNER＞    [Path]  BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
 






V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
                        × 






V2  [x MOVE＜MANNER＞  [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                          × 












V2  [x MOVE＜MANNER＞    [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                 × 






V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
× 












の自動詞形も、その V1「舞う」による経路の規定が V2 の方向性と一致することがで
きない。同じくこの現象と相関し、（19）では、他動詞形が形成されないといことが観












<… < PGOAL]BECOME[x BE AT- INSIDE]] 
 












<… <PGOAL]BECOME[x′BE AT－ｚ]] 
 




V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[PGOAL]BECOME[x′ BE AT-z]] 
 






（20）の事象構造の上で、V1 と V2 はどちらも実質的な意味を持つ。また、点線部
分で示されたように、V1 の移動経路は V2 の移動事象を規定することができる。しか
し、（21）の「仕事が舞い込む」の場合、「*仕事が舞う」が言えないため、V1 は複合
動詞における項と経路への補充ができなくなる。この場合の V1は、接頭辞と似た働き





























V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside≦
   POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1［x MOVE＜MANNER＞[ P1
< P2
…<PUP]]         
 
  （24） クジラが海上に浮かび出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside
≦POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 





































    b.日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 




















































う一つの ES 型心理動詞の意味構造を新たに提案した。二種類の ES 型心理動詞の意味
構造は次の（28）と（29）の通りになる。 
（28） a.[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]] 
        b.[x EXPERIENCE[x BECOME[x’s-EMOTION ORIENT [[TOWARD y]]]] 
（29） （[y AFFECT x]）[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]] 
（28）は「考え込む」型心理動詞の意味構造であり、（29）は「思い込む」型心理動
詞の意味構造である。（28）は、従来の ES型心理動詞の意味構造と同様のものであり、
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事象タイプ 語構造 漢字表記1 読み V1タイプ V2タイプ 複合動詞の意味関係 備考
1.主体移動 V2主要部型 飛び離れる とびはなれる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 あふれ落ちる あふれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 こぼれ落ちる こぼれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因




したたりおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り落ちる すべりおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり落ちる ずりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 ちぎれ落ちる ちぎれおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 散り落ちる ちりおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ落ちる ながれおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 なだれ落ちる なだれおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 抜け落ちる ぬけおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 脱げ落ちる ぬげおちる 達成（状態変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 離れ落ちる はなれおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り落ちる ふりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 漏れ落ちる もれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 たぎり落ちる たぎりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ来る ながれくる 移動様態 直示動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 馳せ戻る はせもどる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ね返る はねかえる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 巻き付く まきつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 打ち上がる うちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り上がる おどりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 まくれ上がる まくれあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 めくれ上がる めくれあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り出る おどりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 染み出る しみでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き出る つきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 溶け出る とけでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滲み出る にじみでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 燃え広がる もえひろがる 到達（状態変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 打ち掛かる うちかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 襲い掛かる おそいかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り掛かる おどりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り掛かる ふりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び下りる とびおりる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり下がる ずりさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び下がる とびさがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 引き下がる ひきさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び越す とびこす 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り越える のりこえる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び越える とびこえる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び移る とびうつる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り移る のりうつる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ねのく はねのく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 煮こぼれる にこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹きこぼれる ふきこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 茹でこぼれる ゆでこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 満ちあふれる みちあふれる 到達（客体変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 挑み掛かる いどみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 追い越す おいこす 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段




1.主体移動 V2主要部型 追いすがる おいすがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 舞い立つ まいたつ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 伝わり落ちる つたわりおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 転がり落ちる ころがりおちる 移動様態 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 転げ落ちる ころげおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 伝い落ちる つたいおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い落ちる まいおちる 移動様態 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 浮かれ歩く うかれあるく 到達（客体変化） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 転がり回る ころがりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 転げ回る ころげまわる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 騒ぎ回る さわぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 逃げ回る にげまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 跳ね回る はねまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ下る ながれくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 燃え移る もえうつる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け戻る かけもどる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 売り歩く うりあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 尋ね歩く たずねあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 練り歩く ねりあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 飲み歩く のみあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 渡り歩く わたりあるく 有方向移動動詞 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け上がる かけあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 動き回る うごきまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 歌い回る うたいまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 売り回る うりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 しゃべり回る しゃべりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 嗅ぎ回る かぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 担ぎ回る かつぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 探し回る さがしまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 探り回る さぐりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 はいずり回る はいずりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 飛び回る とびまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 乗り回る のりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い回る はいまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り回る はしりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ふれ回る ふれまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 見回る みまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 持ち回る もちまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 呼び回る よびまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け下る かけくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ下る こぎくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 逃げ下る にげくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 馳せ下る はせくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 抱え下りる かかえおりる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け下りる かけおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ずり下りる ずりおりる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ歩く ながれあるく 移動様態 移動様態 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 迫り来る せまりくる 有方向移動動詞 直示動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄せ来る よせくる 達成（位置変化） 直示動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 こごみ掛かる こごみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 押し掛かる おしかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 切り掛かる きりかかる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 様態




しなだれかかる 移動様態 有方向移動動詞 様態




1.主体移動 V2主要部型 じゃれ掛かる じゃれかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 攻め掛かる せめかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 垂れ掛かる たれかかる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 のっ掛かる のっかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
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1.主体移動 V2主要部型 掴み掛かる つかみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 突き掛かる つきかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 飛び掛かる とびかかる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 殴り掛かる なぐりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ふざけ掛かる ふざけかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 乗り掛かる のりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 もたれ掛かる もたれかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 吠え掛かる ほえかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄っ掛かる よっかかる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄り掛かる よりかかる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 甘え掛かる あまえかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 倒れ掛かる たおれかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 崩れ掛かる くずれかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 落ち掛かる おちかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 混じり込む まじりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 のめり込む のめりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け巡る かけめぐる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 追い付く おいつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 組み付く くみつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 食らい付く くらいつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 しゃぶり付く しゃぶりつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 抱き付く だきつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び付く とびつく 移動様態 有方向移動動詞 原因




むしゃぶりつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 追っ付く おっつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き飛ぶ ふきとぶ 活動（主体動作） 移動様態 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け抜ける かけぬける 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 擦り抜ける すりぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き抜ける つきぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 通り抜ける とおりぬける 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き抜ける ふきぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 紛れ入る まぎれいる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け入る かけいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 進み入る すすみいる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び入る とびいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ入る ながれいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り入る のりいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き入る ふきいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 踏み入る ふみいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り入る すべりいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 分け入る わけいる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い入る まよいいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き当たる いきあたる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き当たる つきあたる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き当たる ゆきあたる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ着ける こぎつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き着く いきつく 直示動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ着く およぎつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 帰り着く かえりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ着く ながれつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 上り着く のぼりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り着く はしりつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き着く ゆきつく 直示動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び退く とびのく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り積もる ふりつもる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び乗る とびのる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 浮かび上がる うかびあがる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ね上がる はねあがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
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1.主体移動 V2主要部型 浮き上がる うきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ上がる こぎあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり上がる ずりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迫り上がる せりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 釣り上がる つりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び上がる とびあがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き上がる ふきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 巻き上がる まきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 持ち上がる もちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 沸き上がる わきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吊るし上がる つるしあがる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 あふれ出る あふれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 こぼれ出る こぼれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 現れ出る あらわれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 浮き出る うきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ出る およぎでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転げ出る ころげでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 さまよい出る さまよいでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 進み出る すすみでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 漂い出る ただよいでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び出る とびでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ出る ながれでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ出る にげでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 抜け出る ぬけでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃れ出る のがれでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因




ほとばしりでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 舞い出る まいでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い出る まよいでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 萌え出る もえでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転がり出る ころがりでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 湧き出る わきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 焼け出される やけだされる 到達（客体変化） 達成（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 落ち重なる おちかさなる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 寄り集まる よりあつまる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 消え失せる きえうせる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ失せる にげうせる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き止まる ゆきどまる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び散る とびちる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ散る にげちる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 馳せ参じる はせさんじる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り込む おどりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け込む かけこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転がり込む ころがりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転げ込む ころげこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 沈み込む しずみこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り込む すべりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び込む とびこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ込む にげこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り込む のりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 入り込む はいりこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り込む はしりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 踏み込む ふみこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い込む まよいこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 回り込む まわりこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 潜り込む もぐりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 割り込む わりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 紛れ込む まぎれこむ 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 埋まり込む うまりこむ 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
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1.主体移動 V2主要部型 過ぎ去る すぎさる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 立ち去る たちさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び去る とびさる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ去る にげさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃れ去る のがれさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り去る はしりさる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 離れ去る はなれさる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 歩み寄る あゆみよる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 詰め寄る つめよる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 くぐり抜ける くぐりぬける 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 追い抜く おいぬく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 討ち入る うちいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 くぐり入る くぐりいる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 攻め入る せめいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 突き入る つきいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 辿り着く たどりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 よじ上る よじのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ上る こぎのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 馳せ上る はせのぼる 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 跳ね出す はねだす 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 繰り込む くりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 攻め込む せめこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 吹き込む ふきこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 言い寄る いいよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 擦り寄る すりよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 慕い寄る したいよる 心理動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 乱れ飛ぶ みだれとぶ 到達（客体変化） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 群れ飛ぶ むれとぶ 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い上がる まいあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い昇る まいのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い込む まいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ去る ながれさる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び入る しのびいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い入る はいいる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け登る かけのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ渡る およぎわたる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寝転ぶ ねころぶ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寝転がる ねころがる 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い上る はいのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い上がる はいあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 歩み出る あゆみでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ出る こぎでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び出る しのびでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い出る はいでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り出る はしりでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ずり出る ずりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり出る にじりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 のさばり出る のさばりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 よろけ出る よろけでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 暴れ込む あばれこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 さまよい込む さまよいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び込む しのびこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 怒鳴り込む どなりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり込む にじりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い込む はいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 跳ね込む はねこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 よろけ込む よろけこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 滑り降りる すべりおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い降りる はいおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
195
1.主体移動 V2主要部型 駆け去る かけさる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け寄る かけよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び寄る しのびよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 攻め寄る せめよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり寄る にじりよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い寄る はいよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り寄る はしりよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 立ち止まる たちどまる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 不明
1.主体移動 V2主要部型 行き通う いきかよう 直示動詞 有方向移動動詞 並列
1.主体移動 V2主要部型 行き通う ゆきかよう 直示動詞 有方向移動動詞 並列
1.主体移動 V2主要部型 滑り出る すべりでる 移動様態 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 殴り込む なぐりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い降りる まいおりる 移動様態 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 散り急ぐ ちりいそぐ 有方向移動動詞 移動様態 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 走り抜ける はしりぬける 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 食らい込む くらいこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態




1.主体移動 V2主要部型 泣き込む なきこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 降り込む ふりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ歩く つれあるく 移動様態 移動様態 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち歩く もちあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ回る つれまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 運び回る はこびまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち運ぶ もちはこぶ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 担ぎ込む かつぎこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 奪い去る うばいさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ去る つれさる 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 盗み去る ぬすみさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 運び去る はこびさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち去る もちさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち帰る もちかえる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ帰る つれかえる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち寄る もちよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V1主要部型 逃げ延びる にげのびる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 落ち延びる おちのびる 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 まろび入る まろびいる 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 行き渡る いきわたる 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 行き渡る ゆきわたる 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 あふれ出す あふれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 浮かび出す うかびだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 浮き出す うきだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 湧き出す わきだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 漏れ出す もれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 上がり込む あがりこむ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 逃げ落ちる にげおちる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 寄り付く よりつく 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き下ろす ふきおろす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 暴れ回る あばれまわる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 にじり出す にじりだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 行き暮らす ゆきくらす 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 追い掛ける おいかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 追っ掛ける おっかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 行き交う いきかう 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 行き交う ゆきかう 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 寄り合う よりあう 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 溶け出す とけだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 逃れ出す のがれだす 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 崩れ去る くずれさる 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 滲み出す にじみだす 活動（主体動作）
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1.主体移動 V1主要部型 飛び立つ とびたつ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 上り詰める のぼりつめる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 突き上がる つきあがる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 こぼれ出す こぼれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 染み出す しみだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 逃げ出す にげだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 這い出す はいだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 抜け出す ぬけだす 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 飛び出す とびだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り出す のりだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 流れ出す ながれだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 なだれ込む なだれこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 泊まり込む とまりこむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 流れ込む ながれこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 散り去る ちりさる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 じゃれ付く じゃれつく 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 噛み付く かみつく 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 散り敷く ちりしく 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き通す ふきとおす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り上げる のりあげる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り継ぐ のりつぐ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 付け回す つけまわす 達成（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 移り住む うつりすむ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 はいずり込む はいずりこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 付け回る つけまわる 達成（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 飛び違う とびちがう 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 走り抜く はしりぬく 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 通り掛かる とおりかかる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 突き切る つききる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 攻め掛ける せめかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 駆け付ける かけつける 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り合わせる のりあわせる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 駆け出す かけだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り切る のりきる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り組む のりくむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 突っ込む つっこむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 出回る でまわる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き渡る ふきわたる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 去り行く さりゆく 有方向移動動詞
1.主体移動 共主要部型 通り過ぎる とおりすぎる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 共主要部型 浮かび出る うかびでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 共主要部型 飛び跳ねる とびはねる 移動様態 移動様態 並列
1.主体移動 逆形成 置き去る おきさる
1.主体移動 接頭辞化 押し入る おしいる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 押し上がる おしあがる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 打ち寄せる うちよせる 達成（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 舞い戻る まいもどる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 差し掛かる さしかかる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 押し寄せる おしよせる 達成（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 押し渡る おしわたる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 掻き消える かききえる 到達（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 立ち上る たちのぼる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 ぶち当たる ぶちあたる 到達（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 おん出る おんでる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 差し昇る さしのぼる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 突き進む つきすすむ 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 突っ走る つっぱしる 移動様態
1.主体移動 接頭辞化 立ち戻る たちもどる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 立ち入る たちいる 有方向移動動詞
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1.主体移動 接頭辞化 立ち寄る たちよる 有方向移動動詞
1.主体移動 一語化 降り立つ おりたつ
1.主体移動 一語化 落ち入る おちいる
1.主体移動 一語化 出歩く であるく
1.主体移動 一語化 押し掛ける おしかける
1.主体移動 一語化 突っ掛かる つっかかる
1.主体移動 一語化 のし掛かる のしかかる
1.主体移動 一語化 立ち回る たちまわる
1.主体移動 一語化 詰め掛ける つめかける
1.主体移動 一語化 出戻る でもどる
1.主体移動 一語化 出掛ける でかける
1.主体移動 一語化 食い入る くいいる
1.主体移動 一語化 浮かれ出る うかれでる
1.主体移動 一語化 出向く でむく
1.主体移動 一語化 突っ切る つっきる
1.主体移動 一語化 引っ込む ひっこむ
1.主体移動 一語化 落ち込む おちこむ
1.主体移動 一語化 引っ越す ひっこす
2.客体移動 V2主要部型 洗い流す あらいながす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し立てる おしたてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り離す きりはなす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り離す とりはなす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き離す ひきはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 洗い落とす あらいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 射落とす いおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち落とす うちおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き落とす かきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り落とす かりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り落とす きりおとす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴落とす けおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 削り落とす けずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 滑り落とす すべりおとす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり落とす ずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 剃り落とす そりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き落とす たたきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き落とす つきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ落とす なげおとす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 はたき落とす はたきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払い落とす はらいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段




ひきずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り落とす ふりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ふるい落とす ふるいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り落とす ほうりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺すり落とす ゆすりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り落とす ゆりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ与える なげあたえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し戻す おしもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き戻す つきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り戻す とりもどす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き戻す はきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き戻す まきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び戻す よびもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き戻す ふきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き放す つきはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち返す うちかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 追い返す おいかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
客体移動
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2.客体移動 V2主要部型 送り返す おくりかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ返す なげかえす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き返す つきかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り分ける とりわける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り払う とりはらう 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 染み付ける しみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き付ける ひきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き付ける ふきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き付ける まきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まぶし付ける まぶしつける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結び付ける むすびつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結い付ける ゆいつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段




ひっぱりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おびき入れる おびきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し倒す おしたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り倒す きりたおす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り倒す けりたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き倒す つきたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 薙ぎ倒す なぎたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 殴り倒す なぐりたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ倒す なげたおす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き倒す ひきたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 踏み倒す ふみたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 譲り渡す ゆずりわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 明け渡す あけわたす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち上げる うちあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻い出す かいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 締め出す しめだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抜き出す ぬきだす 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み重ねる つみかさねる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い寄せる すいよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き寄せる だきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り寄せる とりよせる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き寄せる はきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き寄せる ひきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き寄せる ふきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 着せ掛ける きせかける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ掛ける そそぎかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 立て掛ける たてかける 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き掛ける ふきかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り掛ける ふりかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り外す とりはずす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き外す ひきはずす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き開ける つきあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し開ける おしあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抉じ開ける こじあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き回す ひきまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り回す ふりまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り下ろす きりおろす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え下ろす かかえおろす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き下ろす かきおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 担ぎ下ろす かつぎおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み下ろす くみおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり下ろす ずりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き下ろす だきおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け下ろす たすけおろす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み下ろす つかみおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊り下ろす つりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 取り下ろす とりおろす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び下ろす はこびおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段








ひっぱりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り下ろす ふりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し下げる おしさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き下げる ひきさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きむしる ひきむしる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押しのける おしのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取りのける とりのける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撥ねのける はねのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払いのける はらいのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃きためる はきためる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り落とす とりおとす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び返す よびかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ掛ける なげかける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突っ放す つっぱなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 解き放す ときはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み付ける あみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え付ける うえつける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち付ける うちつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 生み付ける うみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し付ける おしつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絡み付ける からみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 括り付ける くくりつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴飛ばす けとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り飛ばす けりとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き飛ばす つきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ飛ばす なげとばす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 弾き飛ばす はじきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撥ね飛ばす はねとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き飛ばす ふきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り飛ばす ふりとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き抜く ひきぬく 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き剥ぐ ひきはぐ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き剥がす ひきはがす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 預け入れる あずけいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し入れる うつしいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し入れる おしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き入れる かきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り入れる かりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刻み入れる きざみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み入れる くみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 加え入れる くわえいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り入れる けりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い入れる さそいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絞り入れる しぼりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え入れる かかえいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い入れる すくいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 摺り入れる すりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ入れる そそぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 囲い入れる かこいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き入れる たたきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漕ぎ入れる こぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き入れる つきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ入れる つまみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み入れる つみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶かし入れる とかしいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 溶き入れる ときいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り入れる とりいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し入れる ながしいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み入れる あみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ入れる なげいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 乗り入れる のりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き入れる はきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み入れる はさみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き入れる ひきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招じ入れる しょうじいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし入れる たくしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ひねり入れる ひねりいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き入れる ふきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り入れる ふりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き入れる まねきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 導き入れる みちびきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり入れる たぐりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み入れる つかみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 はめ入れる はめいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段




ひきずりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び入れる よびいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 浸し入れる ひたしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 召し入れる めしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み入れる もみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り入れる もりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 寄せ入れる よせいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き動かす つきうごかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り動かす ゆりうごかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し当てる おしあてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き当てる つきあてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り投げる ほうりなげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り転がす けりころがす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し沈める おししずめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え替える うえかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し替える うつしかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 着替える きがえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 詰め替える つめかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り替える とりかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 持ち替える もちかえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 生け替える いけかえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し進める おしすすめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 推し進める おしすすめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し植える うつしうえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まくし上げる まくしあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 跳ね上げる はねあげる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し上げる おしあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え上げる かかえあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き上げる かきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み上げる くみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り上げる けりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い上げる すいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬いあげる すくいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 救い上げる すくいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり上げる ずりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 迫り上げる せりあげる 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き上げる だきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし上げる たくしあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け上げる たすけあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掴み上げる つかみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き上げる つきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ上げる つまみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み上げる つみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊り上げる つりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 釣り上げる つりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊るし上げる つるしあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り上げる とりあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ上げる なげあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 重ね上げる かさねあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ねじり上げる ねじりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び上げる はこびあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み上げる はさみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段








ひっぱりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい上げる さらいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 拾い上げる ひろいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き上げる ふきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り上げる ふりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り上げる ほうりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 舞い上げる まいあげる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き上げる まきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくり上げる たくりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 めくり上げる めくりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 持ち上げる もちあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り上げる もりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ねじ上げる ねじあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ひねり上げる ひねりあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り上げる ゆりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結わえ上げる ゆわえあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 届け出る とどけでる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 あぶり出す あぶりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おっぽり出す おっぽりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 せり出す せりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 いぶし出す いぶしだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 いぶり出す いぶりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 洗い出す あらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 追い出す おいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 送り出す おくりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し出す おしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おびき出す おびきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え出す かかえだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貸し出す かしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 駆り出す かりだす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 借り出す かりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り出す きりだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り出す けりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漕ぎ出す こぎだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漉し出す こしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い出す さそいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 しごき出す しごきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絞り出す しぼりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い出す すいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い出す すくいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 救い出す すくいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい出す さらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け出す たすけだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き出す たたきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掴み出す つかみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き出す つきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つつき出す つつきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ出す つまみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み出す つみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つり出す つりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 連れ出す つれだす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り出す とりだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し出す ながしだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ出す なげだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盗み出す ぬすみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き出す はきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き出す はきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び出す はこびだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらえ出す さらえだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 弾き出す はじきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払い出す はらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貼り出す はりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きずり出す ひきずりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き出す ひきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引っ張り出す ひっぱりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり出す たぐりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り出す ほうりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ほじくり出す ほじくりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み出す はさみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掘り出す ほりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 召し出す めしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み出す もみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び出す よびだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 選り出す よりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ほっぽり出す ほっぽりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き集める かきあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 駆り集める かりあつめる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り集める とりあつめる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き集める はきあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 拾い集める ひろいあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 寄せ集める よせあつめる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び集める よびあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 奪い取る うばいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 えぐり取る えぐりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 選び取る えらびとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脅し取る おどしとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 勝ち取る かちとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り取る かりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み取る くみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 削り取る けずりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い取る すいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い取る すくいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 だまし取る だましとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ちぎり取る ちぎりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み取る つかみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 摘み取る つみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抜き取る ぬきとる 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盗み取る ぬすみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 剥ぎ取る はぎとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き取る まきとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 もぎ取る もぎとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ捨てる なげすてる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ捨てる ぬぎすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掃き捨てる はきすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き捨てる はきすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 食い散らす くいちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴散らす けちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ散らす ぬぎちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撒き散らす まきちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 かじり散らす かじりちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ散らかす ぬぎちらかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し込める おしこめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 塗り込める ぬりこめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 入れ込む いれこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 射込む いこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 鋳込む いこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え込む うえこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 擦り込む すりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち込む うちこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 埋め込む うめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 送り込む おくりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し込む おしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 落とし込む おとしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き込む かきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 隠し込む かくしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 うずめ込む うずめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刻み込む きざみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み込む くみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 くるみ込む くるみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 くわえ込む くわえこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り込む けりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 かぶせ込む かぶせこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 差し込む さしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い込む さそいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 こすり込む こすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 沈め込む しずめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 仕舞い込む しまいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い込む すいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 すすり込む すすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ込む そそぎこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 炊き込む たきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい込む さらいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし込む たくしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き込む たたきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き込む つきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つぎ込む つぎこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み込む つみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 詰め込む つめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶かし込む とかしこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり込む たぐりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 綴じ込む とじこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り込む とりこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し込む ながしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ込む なげこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶き込む ときこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 なすり込む なすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 塗り込む ぬりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 練り込む ねりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 飲み込む のみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き込む はきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び込む はこびこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み込む はさみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 ねじ込む ねじこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貼り込む はりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き込む ひきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きずり込む ひきずりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引っ張り込む ひっぱりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り込む ほうりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き込む まきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 曲げ込む まげこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 混ぜ込む まぜこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き込む まねきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まぶし込む まぶしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み込む もみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り込む もりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び込む よびこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 織り込む おりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漬け込む つけこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み込む あみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押しやる おしやる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き寄せる まねきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び寄せる よびよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 こすり入れる こすりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 混ぜ入れる まぜいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 割り入れる わりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 丸め込む まるめこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 受け渡す うけわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 食べ散らかす たべちらかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V1主要部型 追い立てる おいたてる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 開け放す あけはなす 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 押し返す おしかえす 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 送り付ける おくりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 寄せ付ける よせつける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 置き替える おきかえる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 揺すり上げる ゆすりあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 開け広げる あけひろげる 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 射掛ける いかける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 浴びせ掛ける あびせかける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 入れ替える いれかえる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 放り付ける ほうりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 取っ払う とっぱらう 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 飾り付ける かざりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 投げ付ける なげつける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 取り切る とりきる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 たぐり上げる たぐりあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 払い上げる はらいあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 呼び迎える よびむかえる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 絞り込む しぼりこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 締め込む しめこむ 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 抱き込む だきこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 ねじり込む ねじりこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 取り去る とりさる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 敷き詰める しきつめる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 差し掛ける さしかける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 敷き込む しきこむ 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V2主要部型 押し流す おしながす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 連れ戻す つれもどす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引き戻す ひきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 漕ぎ戻す こぎもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い入れる おいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ入れる かつぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.主体・客体移動 V2主要部型 運び入れる はこびいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 送り届ける おくりとどける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い上げる おいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ上げる かつぎあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ出す かつぎだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 持ち出す もちだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い散らす おいちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 吹き散らす ふきちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 連れ込む つれこむ 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 持ち込む もちこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引きずり回す ひきずりまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引き連れる ひきつれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 様態
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い込む おいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動・回転 V1主要部型 いじくり回す いじくりまわす 活動（主体動作）
2.客体移動・回転 V1主要部型 いじり回す いじりまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 追い詰める おいつめる 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 追い回す おいまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 引っ立てる ひったてる 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 引っ張り回す ひっぱりまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 小突き回す こづきまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 連れ回す つれまわす 移動様態
2.主体・客体移動 V1主要部型 乗り回す のりまわす 活動（主体動作）
2.客体移動 接頭辞化 押し頂く おしいただく 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差しかざす さしかざす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 打ち下ろす うちおろす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 押し回す おしまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 取り回す とりまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 引っ掻き回す ひっかきまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 引っ掛ける ひっかける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 ぶっ掛ける ぶっかける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 ぶっ込む ぶっこむ 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 押っ付ける おっつける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し入れる さしいれる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し向ける さしむける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し上げる さしあげる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し回す さしまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 取り捨てる とりすてる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し戻す さしもどす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 おん出す おんだす 達成（位置変化）
2.客体移動 一語化 当てはめる あてはめる
2.客体移動 一語化 引きずる ひきずる
2.客体移動 一語化 取り付ける とりつける
2.客体移動 一語化 垂れ流す たれながす





2.客体移動 一語化 引っ込める ひっこめる
2.客体移動 一語化 仕入れる しいれる
3.抽象的放射 V1主要部型 照り込む てりこむ 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 言い放つ いいはなつ 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 照らし付ける てらしつける 達成（位置変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め下ろす ながめおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ下ろす にらみおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め回す ながめまわす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見回す みまわす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 照り返す てりかえす 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 歌い掛ける うたいかける 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型 語り掛ける かたりかける 活動（主体動作） 言語情報
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3.抽象的放射 V1主要部型 冴え渡る さえわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 誘い掛ける さそいかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 澄み渡る すみわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 晴れ渡る はれわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 鳴り渡る なりわたる 活動（主体動作） 音声





3.抽象的放射 V1主要部型 尋ね掛ける たずねかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 訴え掛ける うったえかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 持ち掛ける もちかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 囁き掛ける ささやきかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 笑い掛ける わらいかける 活動（主体動作） 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め遣る ながめやる 抽象的放射 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 覗き込む のぞきこむ 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ上げる にらみあげる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見上げる みあげる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め渡す ながめわたす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見渡す みわたす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ付ける にらみつける 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 睨み返す にらみかえす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 怒り付ける おこりつける 心理動詞 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 聞き付ける ききつける 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型 怒鳴り付ける どなりつける 活動（主体動作） 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 見晴らす みはらす 抽象的放射 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 微笑み掛ける ほほえみかける 抽象的放射 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 問い掛ける といかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 話しかける はなしかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 見下ろす みおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見遣る みやる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 呼び掛ける よびかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 差し入る さしいる 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 輝き出る かがやきでる 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 射り付ける いりつける 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 映し出す うつしだす 達成（位置変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 聞き出す ききだす 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 さらし出す さらしだす 達成（状態変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 鳴り響く なりひびく 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V2主要部型 覗き見る のぞきみる 活動（主体動作） 活動（主体動作） 視線
4.抽象的比喩 V1主要部型 買い上げる かいあげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 借り上げる かりあげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 売り下げる うりさげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 貸し下げる かしさげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 買い入れる かいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 売り渡す うりわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 下げ渡す さげわたす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 買い受ける かいうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 借り受ける かりうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 譲り受ける ゆずりうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 払い下げる はらいさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り下がる くりさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 勝ち上がる かちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 成り上がる なりあがる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 のし上がる のしあがる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V1主要部型 成り下がる なりさがる 到達（客体変化） 地位・順序
4.抽象的比喩 V1主要部型 呆れ入る あきれいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 驚き入る おどろきいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い浮かぶ おもいうかぶ 心理動詞 感情移入
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4.抽象的比喩 V1主要部型 聞き惚れる ききほれる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 見惚れる みほれる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 考え付く かんがえつく 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い出す おもいだす 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 感じ入る かんじいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 聞き入る ききいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い入る おもいいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 恥じ入る はじいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 見入る みいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 知れ渡る しれわたる 到達（客体変化） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 決め込む きめこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 考え込む かんがえこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 惚れ込む ほれこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い込む おもいこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い付く おもいつく 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 決め付ける きめつける 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 眺め入る ながめいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 溶け入る とけいる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 染み入る しみいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 思い及ぶ おもいおよぶ 心理動詞 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 考え出す かんがえだす 心理動詞 達成（位置変化） 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 思い至る おもいいたる 心理動詞 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 一語化 見とれる みとれる 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り下げる くりさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 時間
4.抽象的比喩 一語化 繰り越す くりこす 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り上がる くりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り上げる くりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 言い伝える いいつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 受け伝える うけつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 語り伝える かたりつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 受け継ぐ うけつぐ 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 語り継ぐ かたりつぐ 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 漏れ伝わる もれつたわる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 攻めのぼる せめのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 その他
4.抽象的比喩 V2主要部型 攻め下る せめくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 その他
4.主観移動 V1主要部型 立ち連なる たちつらなる 有方向移動動詞
4.主観移動 V2主要部型 曲がりくねる まがりくねる 到達（客体変化） 到達（状態変化）
主体移動・客体移動 V1主要部型 乗り付ける のりつける 活動（主体動作）
主体移動・客体移動 V2主要部型 吹き出す ふきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
主体移動・客体移動（両義的）
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